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日
本
彫
刻
会
理
事
長

　

　　こ
の
度
、
理
事
会
に
お
い
て
引
き
続
き
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　一
期
、
二
期
と
も
に
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
会
務
委
員
の
御
尽
力
を
頂
き
「
持
続
可
能
な
組
織
構
築
」
な
ど
、
長
年
に
亘
る
諸
課
題
に
一
定

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
常
務
理
事
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
各
位
の
、
御
理
解
と
御
協
力
の
賜
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　三
期
目
は
創
立
50
周
年
の
記
念
事
業
に
向
け
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
末
に
中
国
で
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延
に
よ
り
、
誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
50
周
年
記
念
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
事
業
を
、
延
期
・
中
止

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
が
我
国
の
社
会
構
造
・
生
活
を
も
大
き
く
狂
わ
せ
現
在
も
そ
の
禍
中
に
あ
り
ま
す
。
日
本
彫
刻
会
の
今
後
の
活
動
も
い
か
に

あ
る
べ
き
か
模
索
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
今
を
雌
伏
の
時
と
と
ら
え
、
更
な
る
立
体
表
現
の
確
立
に
向
け
研
鑚

の
手
を
緩
め
ず
に
い
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　日
本
彫
刻
会
は
こ
れ
を
期
に
新
た
な
可
能
性
と
希
望
を
抱
け
る
「
日
彫
会
」
へ
と
前
進
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　来
年
こ
そ
創
立
50
周
年
を
皆
様
と
共
に
祝
え
る
こ
と
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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を
世
の
中
に
示
し
て
い
く
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
準
備
を
既
に
始
め
て
お
り
ま
す
。

　我
々
は
作
家
集
団
で
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
辛
い
経
験
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

制
作
に
お
い
て
も
今
ま
で
と
は
違
う
何
か
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
来
年
に
延
期
さ
れ
た
第
50
回
記
念
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
で
は
こ
の
試
練
を

乗
り
越
え
、
新
た
な
知
恵
、
技
術
、
勇
気
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
理

事
長
、
理
事
の
先
生
方
を
中
心
に
委
員
一
同
、
50
周
年
、
更
に
51
年
、
52
年
と
新

た
な
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を
作
り
あ
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
度
は
展
覧
会
も
な

い
の
に
、
年
会
費
・
記
念
事
業
特
別
分
担
金
等
の
ご
負
担
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
来
年
度
の
50
周
年
記
念
展
等
で
会
員
・
会
友
の
皆
様
へ
還
元
で
き
る
よ
う
企
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　長
年
に
わ
た
り
日
彫
会
の
事
務
運
営
に
当
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
佐
藤
夏
奈

さ
ん
で
す
が
、
こ
の
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
時
代
に
入
り
色
々

と
事
務
の
合
理
化
を
一
手
に
引
き
受
け
て
頂
き
、
本
会
の
為
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
佐
藤
さ
ん
の
貢
献
に
委
員
長
と
し
て
心
よ
り
感
謝
し
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表

し
た
く
思
い
ま
す
。
４
月
よ
り
新
た
に
寺
町
さ
と
み
さ
ん
が
職
員
と
し
て
お
手
伝
い

頂
き
、
ベ
テ
ラ
ン
の
長
井
さ
ん
と
二
人
体
制
で
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　非
常
に
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
日
彫
会
の
ペ
ー
ジ
を
生
み
出
し

て
い
く
た
め
に
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
勇
気
を
も
っ
て
こ
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
切
に
願
い
、
委
員
長
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶

　日
本
彫
刻
会
委
員
長

山
田
朝
彦

　こ
の
度
、
神
戸
峰
男
理
事
長
の
も
と
引
き
続
き
委
員
長
と
し
て
日
本
彫
刻
会
の
運
営
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
期
間
、
本
会
会
員
、
会
友
、
一
般
鑑
賞
者
の
皆
様
に
は
、
多
大

な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
理
事
長
、
常
務
理
事
の
先
生

方
に
ご
指
導
頂
き
な
が
ら
、
会
務
委
員
と
共
に
本
会
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
す
。

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
か
と
拝
察
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。　皆

様
が
作
品
制
作
に
心
血
を
注
ぎ
、
出
品
を
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
た
「
第
50
回
記
念
日
本

彫
刻
会
展
覧
会
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
通
せ
ず
、
文
化
庁
の
要
請
も
あ
り
断
腸
の
思
い
で
一

年
先
に
延
期
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
日
仏
会
館
で
の
特
別
展
「
日
仏
を
つ
な
ぐ
彫
刻
芸

術
の
系
譜‒

戦
後
の
具
象
彫
刻
を
牽
引
し
た
彫
刻
家
た
ち‒

」
、
日
本
橋
三
越
本
店
で
の
「
日
本

彫
刻
会
俊
英
作
家
小
品
展
」
、
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
で
の
「
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
」
も

写
真
撮
影
や
印
刷
物
作
成
な
ど
一
部
の
準
備
を
終
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
社
会
状
況
を
鑑
み
て

中
止
と
し
、
次
年
度
へ
延
期
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
、
「
日
本
彫
刻
会
史
Ⅱ

〈
２
０
０
１―

２
０
２
０
〉
」
の
刊
行
も
一
年
延
ば
す
事
と
な
り
ま
し
た
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
私
た
ち
の
よ
う
な
美
術
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
慄
然
と
し
、
本

当
に
悔
し
い
思
い
で
お
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
６
月
以
降
、
社
会
が
少
し
ず
つ
動
き
出
し
て
お
り
、
私
た
ち
も
次
の
展
覧

会
に
向
け
て
よ
り
充
実
し
た
内
容
の
展
覧
会
を
企
画
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
あ
る
日
彫
展
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。
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高
齢
者
会
員
祝
賀

　数
え
90
歳
を
迎
え
た
常
務
理
事
の
川
﨑
普
照
先
生
に
、

賀
詞
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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２
０
２
０
年
度

日
本
彫
刻
会
総
会

　第
91
回
通
常
総
会
報
告

　２
０
２
０
年
１
月
19
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら
日
展
会
館
に

お
い
て
第
91
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　出
席
者

正
会
員

１
７
５
名
（
内
委
任
状
１
３
４
名
）

定
款
17
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
成
立

議
事

第
１
号
議
案

　平
成
31
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案

　平
成
31
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・

　監
査
報
告

第
３
号
議
案

　第
50
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
開
催
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案

　定
款
施
行
細
則
変
更
の
件

第
５
号
議
案

　会
員
資
格
喪
失
の
件

第
６
号
議
案

　会
員
状
況
承
認
の
件

第
７
号
議
案

　役
員
改
選
の
件

第
８
号
議
案

　そ
の
他
の
件

全
議
案
と
も
異
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告

１

　２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
の
報
告

２

　２
０
２
０
年
度
予
算
の
報
告

３

　委
員
改
選
の
報
告

　委
員
長

　
　山
田
朝
彦

　
　会
務
委
員(

10
名
）

　
　庶
務
部

　○
廣
川
政
和

　中
原
篤
徳

　小
関
良
太

　安
田
陽
子

　
　企
画
部

　○
間
島
博
徳

　宮
坂
慎
司

　森
矢
真
人

　武
本
大
志

　
　会
計
部

　○
川
﨑
義
昭

　堀
内
有
子

　
　出
版
・
広
報
委
員
（
７
名
）

　○
堀
内
秀
雄

　一
鍬
田

徹

　田
丸

稔

　三
政
洋
一

　髙
野
眞
吾

　鈴
木
紹
陶
武

　永
江
智
尚

　
　研
究
誌
編
集
委
員
（
５
名
）

　○
堀
内
秀
雄

　一
鍬
田

徹

　田
丸

稔

　前
芝

武
史

　宮
坂

慎
司

　50
周
年
記
念
事
業
委
員(

18
名
）

　池
川

直
（
担
当
理
事
）

寺
山
三
佳

石
崎
義
弘

工
藤

潔

齋
藤
尤
鶴

九
後

稔

清
家

悟

堀
内
秀
雄

一
鍬
田

徹

田
丸

稔

三
政

洋
一

髙
野
眞
吾

鈴
木
紹
陶
武

永
江
智
尚

間
島
博
徳

宮
坂
慎
司

森

矢
真
人

武
本
大
志
（
敬
称
略
）

　○
印

　各
部
主
任

４

　新
運
営
委
員
お
よ
び
新
無
審
査
会
員
の
報
告

５

　第
50
回
日
彫
展
審
査
員
の
報
告

６

　第
50
回
日
彫
展
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
報
告

７

　50
周
年
記
念
事
業
２
０
２
０
年
俊
英
作
家
小
品
展
（
三
越

　
　展
）
及
び
第
13
回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家

　
　展
準
備
状
況
の
報
告

８

　50
周
年
記
念
事
業
の
準
備
状
況
の
報
告

９

　そ
の
他
の
報
告

会務委員の紹介の様子

　
　
　慶

　
　
　事

改
組

新

第
６
回
日
展(

令
和
元
年
度)

　文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
　「
瀬
」

　
　
　
　
　
　
　勝
野
眞
言

　東
京
都
知
事
賞

　
　
　「
あ
お
あ
ら
し
」

　

　齋
藤
尤
鶴

　日
展
会
員
賞

　
　
　「
さ
さ
や
か
な
一
日
の
終
わ
り
に
」

中
原
篤
徳
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◇
展
覧
会
延
期
・
中
止
の
経
緯
報
告

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
政
府
に
よ
る
「
緊
急

事
態
宣
言
」
に
よ
り
、
日
本
彫
刻
会
で
本
年
度
予
定
さ
れ
て
い

た
50
周
年
記
念
行
事
の
大
幅
な
見
直
し
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　日
彫
展
開
催
直
前
の
３
月
７
日
の
会
務
委
員
会
で
開
催
判
断

の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
東
京
都
美
術
館
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
検
討
中
で
あ
り
、
開
催
は
使
用
団
体
の
判

断
に
委
ね
る
方
向
で
し
た
が
、
東
京
都
は
３
月
15
日
ま
で
東
京

都
主
催
の
屋
内
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
大
規
模
な
も
の
や
食
事
を
提

供
し
た
り
す
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
延
期
も
し
く
は
中
止
の

方
針
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
末
開
催
の
公
募
団

体
展
が
中
止
を
決
定
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
日
彫
会
で
は
、

会
員
及
び
観
客
層
に
重
篤
化
し
や
す
い
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
割

合
が
高
い
点
、
準
備
か
ら
開
催
ま
で
、
密
閉
空
間
で
多
人
数
の

人
員
が
長
時
間
滞
在
す
る
日
が
10
日
間
程
度
あ
る
点
、
地
方
の

作
品
搬
入
（
業
者
）
タ
イ
ミ
ン
グ
が
日
彫
展
搬
入
日
よ
り
早
い

方
も
い
る
点
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
第
50
回
日
彫
展
を
開
幕
式
、

授
賞
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
等
を

縮
小
も
し
く
は
中
止
と
し
て
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
に
関
し
て
は
開
催
を
取
り
や
め
に
す
る
一

方
で
、
日
仏
展
の
開
幕
日
に
合
わ
せ
日
仏
会
館
の
あ
る
恵
比
寿

で
会
場
を
準
備
し
懇
親
会
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
。

　し
か
し
感
染
の
拡
大
に
よ
り
、
開
催
可
否
の
決
定
が
求
め
ら

れ
る
ぎ
り
ぎ
り
の
、地
方
搬
入
が
始
ま
る
直
前
の
３
月
25
日
（
水
）

に
、
第
50
回
日
彫
展
開
催
可
否
に
つ
い
て
の
臨
時
理
事
会
が
芸

術
院
会
館
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
日
彫
展
以
外
の
行

事
に
つ
い
て
も
今
後
の
方
向
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

◎「
第
50
回
記
念
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
」

　（
２
０
２
０
年
４
月
18
日
～
５
月
２
日

　東
京
都
美
術
館
）

◎「
日
本
彫
刻
会
俊
英
作
家
小
品
展
」

　（
２
０
２
０
年
４
月
29
日
〜
５
月
５
日

　日
本
橋
三
越
本
店
）

◎「
特
別
展

　日
仏
を
つ
な
ぐ
彫
刻
芸
術
の
系
譜-

戦
後
の
具
象

彫
刻
を
牽
引
し
た
彫
刻
家
た
ち-

」
及
び
関
連
イ
ベ
ン
ト

（
２
０
２
０
年
６
月
27
日
〜
７
月
10
日

日
仏
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

◎「
第
13
回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
」

　（
２
０
２
０
年
７
月
12
日
〜
７
月
18
日

銀
座

　ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
）

◎
50
周
年
記
念
誌
「
日
本
彫
刻
会
史
Ⅱ〈
２
０
０
１-

２
０
２
０
〉」

　（
２
０
２
０
年
12
月
発
行
予
定
）

　こ
の
う
ち
、
理
事
会
に
お
い
て
感
染
拡
大
へ
の
懸
念
そ
の
他

の
状
況
を
鑑
み
、
第
50
回
記
念
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
の
本
年
度

の
開
催
を
中
止
と
し
来
年
度
に
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
彫
展
以
後
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
三
越
の
企
画
に
よ
る

「
日
本
彫
刻
会
俊
英
作
家
小
品
展
」
を
除
い
て
今
後
の
感
染
の

様
子
を
ふ
ま
え
て
理
事
長
が
開
催
の
可
否
を
判
断
す
る
と
の
方

向
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
及
び
政
府
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
理
事
長
判
断
に
よ
り
、
中
止
、

延
期
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　中
止
と
な
っ
た
行
事
は
「
日
本
彫
刻
会
俊
英
作
家
小
品
展
」（
三

越
本
店
の
計
画
で
延
期
開
催
５
月
20
日
～
と
し
ま
し
た
が
、
営

業
自
粛
に
伴
い
、
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
）、「
第
13
回
日
本

彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
」
の
２
つ
の
展
覧
会
、「
特
別

展

　日
仏
を
つ
な
ぐ
彫
刻
芸
術
の
系
譜‒

戦
後
の
具
象
彫
刻
を
牽

引
し
た
彫
刻
家
た
ち‒

」
及
び
関
連
イ
ベ
ン
ト
（
場
所
は
日
仏
会

館
、
日
程
は
未
定
）、
及
び
50
周
年
記
念
誌
「
日
本
彫
刻
会
史
Ⅱ

〈
２
０
０
１-

２
０
２
０
〉」
発
行
は
来
年
度
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
度
か
ら
始
ま
り
本
年
度
２
回
目
と
な
る
、
第
２
回
U-

20

日
彫
展
〜
集
ま
れ
！
未
来
の
彫
刻
家
〜
は
１
月
よ
り
応
募
が
始

ま
っ
て
お
り
３
月
13
日
（
金
）
に
応
募
が
締
め
切
ら
れ
て
い
た

た
め
、
３
月
25
日
（
水
）
に
理
事
長
、
委
員
長
と
会
務
委
員
に

て
審
査
を
行
い
当
初
の
予
定
通
り
入
賞
者
・
入
選
者
を
決
定
し

ま
し
た
。
該
当
者
に
は
す
で
に
連
絡
を
し
、
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
連
絡
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
受
賞
作
品
は
来

年
度
開
催
予
定
の
50
回
展
に
て
、
第
３
回
入
賞
作
品
と
一
緒
に

展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　50
周
年
を
迎
え
な
ん
と
か
記
念
展
の
開
催
に
向
け
理
事
長
を

中
心
に
委
員
長
、
会
務
委
員
一
同
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
中
止
の
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
残
念
で
な
ら
な

い
わ
け
で
す
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

が
収
ま
る
こ
と
を
願
い
、
来
年
が
素
晴
ら
し
い
50
周
年
の
記
念

の
年
と
な
る
よ
う
改
め
て
計
画
し
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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改
編

「
彫
刻
研
究
誌

　ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　（Ja
p
a
n
e
s
e
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
S
c
u
l
p
t
u
r
e
 

）
」

　発
行
へ

　「
目
的

　本
誌
は
公
益
社
団
法
人
日
本
彫
刻
会
が
発
行
す
る

研
究
誌
で
あ
り
、
彫
刻
芸
術
に
関
わ
る
国
内
外
の
研
究
の
ほ
か
、

彫
刻
制
作
に
関
す
る
実
践
を
含
ん
だ
表
現
研
究
な
ど
を
幅
広
く

収
載
す
る
こ
と
で
、
建
設
的
な
討
議
の
場
を
提
供
し
、
彫
刻
文

化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。（
編
集
規
程
第

二
条
よ
り
）」

　な
お
、
投
稿
論
文
を
受
け
付
け
る
研
究
誌
と
す
る
に
あ
た
り
、

今
回
定
め
ら
れ
た
各
規
程
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
参
照
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
規
程
を
定
め
、
査
読
付
き
で

論
文
を
募
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術

研
究
団
体
へ
の
登
録
（
学
会
登
録
）
の
資
格
を
得
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
学
会
登
録
す
る
こ
と
で
、
研
究
誌
の
位
置
付
け
は
よ

り
確
か
な
も
の
と
な
り
、
本
会
の
外
か
ら
も
彫
刻
論
の
投
稿
が

集
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
、
結
果
と
し
て
「
わ
が
国
芸
術
文
化

な
か
ん
ず
く
彫
刻
芸
術
の
一
層
の
発
展
向
上
を
目
途
と
し
て
ま

す
ま
す
活
発
な
研
究
、
創
作
活
動
を
展
開
せ
ん
と
す
る
」
と
い

う
本
会
の
趣
意
に
繋
が
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　創
刊
に
際
し
て
、
左
記
が
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

２
０
２
０
年

10
月

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
詳
細
情
報
掲
載

　投
稿
受
付
開
始

　寄
稿
論
文
依
頼

２
０
２
１
年

３
月

　論
文
投
稿
締
切

　３
月
７
日
（
日
）

　４
月
〜

　論
文
査
読
（
論
文
審
査
）

　７
月

　査
読
結
果
に
基
づ
く
掲
載
採
否
の
審
査

　８
月

　校
正

　９
月

　創
刊
号
発
行

　ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
２
０
０
０
年
に
本
会
の
研
究
誌
と

し
て
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、古
典
か
ら
現
代
彫
刻
ま
で
、

執
筆
者
の
先
生
方
に
古
今
東
西
の
彫
刻
芸
術
を
幅
広
く
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
国
内
有
数
の
彫
刻
専
門
誌
と
し
て
発
刊
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
本
年
４
月
ま
で
の
発
刊
実
績
は
21
号
に
及
び
、
ま

さ
に
本
会
の
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
創
刊
か
ら
20
年
を
数
え
、
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
の
寄
稿
論
文
の
掲
載
を
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に

そ
の
彫
刻
研
究
の
専
門
性
を
広
げ
、
次
号
か
ら
大
き
な
変
革
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
核
と
な
る
も
っ
と
も
大
き

な
変
化
は
「
広
く
論
文
投
稿
を
受
け
付
け
る
」
点
に
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
、
美
術
評
論
家
・

美
術
館
関
係
者
（
館
長
・
学
芸
員
）・
大
学
教
員
等
々
、
様
々
な

立
場
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
を
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

に
は
、
そ
れ
ら
が
量
・
質
と
も
に
充
実
し
た
蓄
積
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
方
、
目
を
向

け
れ
ば
、
本
会
自
身
に
も
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
発
信

す
べ
き
事
柄
が
多
く
あ
り
ま
す
。
彫
刻
表
現
に
関
わ
る
素
材
や

技
法
の
研
究
を
始
め
、
彫
刻
作
家
や
彫
刻
史
の
記
録
と
記
憶
、

鑑
賞
支
援
や
教
育
の
実
践
を
会
員
の
そ
れ
ぞ
れ
が
蓄
積
し
て
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
変
革
は
、
様
々
な
角
度

か
ら
各
成
果
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、
彫
刻
研
究
誌
に
お
い
て

も
論
考
を
公
募
で
受
け
付
け
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
新
た
な
方
針
を
示
す
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
理
事
会
・
会
務
委
員
会
で
は
様
々
な
議
論
が
重
ね
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
研
究
誌
編
集
委
員
会
」
が

立
ち
上
が
り
、
２
０
２
０
年
１
月
の
総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
、
左
記
で
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

（
理
：
理
事
会
、
会
：
会
務
委
員
会
、
研
：
研
究
誌
編
集
委
員
会
）

２
０
１
９
年

〜
６
月

　研
究
誌
化
に
向
け
た
提
案
・
規
程
原
案
作
成
（
会
）

　６
月

　研
究
誌
化
提
案
の
承
認
（
理
）

　定
款
施
行
細
則
改
定
に
向
け
た
準
備
開
始
（
会
）

10
月

　定
款
施
行
細
則
改
定
案
（
研
究
誌
編
集
委
員
会
の
設

置
）
承
認
（
理
）

２
０
２
０
年

１
月

　研
究
誌
編
集
委
員
会
創
設
承
認
（
理
・
総
会
）

　６
月

　編
集
規
程
・
投
稿
規
程
・
審
査
規
程
・
執
筆
細
則

　等
の
案
作
成
（
研
）

　７
月

　各
規
程
及
び
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
承
認
（
会
）

　９
月

　各
規
程
等
の
承
認
（
理
）

10
月

　会
報
に
よ
る
情
報
周
知
（
出
版
・
広
報
委
員
会
）

　新
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
名
称
を
継
承
し
、

『
彫
刻
研
究
誌

ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
と
な
り
ま
す
。
日
本
を

代
表
す
る
彫
刻
芸
術
・
立
体
造
形
の
専
門
誌
と
し
て
、
英
語
で
は

“
Japanese Journal of Sculpture”

と
称
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
編
集
規
程
に
記
さ
れ
た
「
目
的
」
は
以
下
の
通
り
で
す
。
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　論
文
の
投
稿
か
ら
査
読
、
刊
行
ま
で
の
流
れ
は
下
図
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
論
文
の
投
稿
は
「
正
会

員
か
ら
」
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
正
会
員
の
推
薦
を
得
る
こ
と
で
、
会
外
の
方
々
も
研
究
成
果
を
投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
査
読
に
つ
い
て
は
論
文
審
査
規
程
に
則
り
公
正
に
、
必
要
に
応
じ
て
会
外
の
学
識
者
に
委
嘱
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　論
文
紙
面
は
左
図
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
基
本
的
な
書
式
は
二
段
組
で
、
標
準
６
ペ
ー
ジ
、
原
則
と

し
て
12
頁
以
内
と
し
て
い
ま
す
。
図
表
を
挿
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

文
字
の
み
で
記
入
し
て
い
く
と
、
１
頁
あ
た
り
約
２
３
０
０
字
で
、
図
表
の
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
概
ね
一
万
字
〜

一
万
五
千
字
程
度
の
文
章
量
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
完
全
版
下
原
稿
で
の
提
出

と
な
り
ま
す
。
論
文
テ
ン
プ
レ
ー
ト
含
め
、
投
稿
に
関
す
る
情
報
（
投
稿
手
順
等
）
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　研
究
論
文
と
い
う
水
準
に
は
至
ら
ず
と
も
、
新
規
性
や
速
報
性
を
有
す
る
も
の
、
新
た
な
表
現
へ
の
示
唆
を
含
む

も
の
も
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
、
彫
刻
研
究
成
果
の
積

極
的
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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 3 

展覧会の開催、彫刻資材の供給、機関誌の発行等を

行い、わが国美術界に貢献するところまことに大なる

ものがあった。6） 
 
3.6.3 図版典拠 

文末の「引用文献」の後に図版の典拠を明記する。出

典については、引用文献と同様に、本稿末に記されてい

る図版典拠例の形式に倣うものとする。 
図版等の使用について、必要な場合は、執筆者が著

作権に関する措置を講じる。 
  

4． 図表 
4.1 図表の扱い 
本稿において「表」とは、文字・数字・記号と縦横の罫線

のみで表されるものを指す。一方、「図」とは、作品写真・

説明のための描画・グラフ・フローチャート等を指し、「表」

に当てはまらない不定形のものを全て「図」と定める。 
図と表はそれぞれ区別し、「図 1」「表 1」といったように

通し番号をつけて表記する。図表を挿入する際は本文中

の適した箇所で言及される必要があり、説明の無い図表

が単独で示されることは認められない。 
原稿にはカラー図版を認める。電子版として公開され

る際には、カラー原稿となる。ただし、紙媒体の研究誌は

モノクロ印刷となるので、その場合でも視認性に問題が無

いことを執筆者は予め確認しておく必要がある。 
電子原稿（提出用 PDF データ）においては、図表の解

像度が 330dpi 以上となるように設定を行う。また、フォン

トは全て埋め込む設定としておく。 
 
4.2 図 
図は写真や描画などが充分に鮮明なものを用い、図中

の文字は本文の文字サイズと釣り合う大きさを基本とする。

図 1 に例を示すように、図の表題・キャプションは図の下

につける。表題・キャプションのフォントは「4.3 表」におい

て示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.3 表 
図の場合と同様に、表中の文字は本文の文字サイズと

釣り合う大きさを基本とする。表題・キャプションは表の上

につける。 
表 1 は、本稿に用いるフォントの詳細を示したものであ

る。表中のフォントの種類について、括弧内は実際に本

稿において設定されているフォントを示している。 
 
 

箇所 フォント種類（括弧内推奨） サイズ

（pt） 

タイトル ゴシック （MS P ゴシック） 16 

サブタイトル ゴシック （MS P ゴシック） 12 

タイトル（英） サンセリフ （Arial） 12 

氏名 明朝 （MS 明朝） 14 

所属 明朝 （MS 明朝） 10.5 

氏名・所属（英） セリフ （Century） 10.5 

抄録 明朝 （MS P 明朝） 10.5 

Abstract セリフ （Century） 10.5 

キーワード 明朝 （MS 明朝） 10.5 

章・節タイトル ゴシック （MS P ゴシック） 10 

本文 明朝 （MS P 明朝） 10 

図表表題 ゴシック （MS P ゴシック） 9 程度 

註・引用文献・ 
図版典拠 

明朝 （MS P 明朝） 9 程度 

英数（タイトル以外） セリフ （Century） 適宜 

 
表中に指示がない、或いは原稿を Microsoft Word 以

外で作成する場合は表 1 を基本とした上で、執筆者の判

断で適宜定めることができる。ただし、その場合も原稿全

体の統一感に留意することが求められる。 
図表は文字のみの情報を視覚的に補うものであり、簡

潔明瞭な記述のためにも積極的に用いることを推奨した

い。特に、彫刻表現に関わる詳細について論じる場合に

はその論拠となる図版が示されることが望まれる。 
 

5. 確認事項 
以上のように、本稿では『彫刻研究誌 アートライブ

ラリー』の書式を示してきた。 
最後に、ここで投稿に際しての確認事項を挙げておく

ので、執筆者は下記を確認の上で投稿に臨まれたい。 
図 1 公益社団法人日本彫刻会シンボルマーク 

表 1 本稿において使用するフォントの種類及びサイズ 

＜論文紙面のイメージ＞
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◇
第
２
回
U-

20
日
彫
展

 
 
 
 

〜
集
ま
れ
！
未
来
の
彫
刻
家
〜

　前
回
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
、
彫
刻
の
魅
力
を
幅
広
く
紹
介
し
、

併
せ
て
次
世
代
の
彫
刻
家
の
育
成
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ

る
、
第
２
回
U-
20
日
彫
展
に
今
回
は
34
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
第
50
回
記
念
日
彫
展
が
開
催
延
期
と
な
っ

た
為
、
通
常
の
審
査
が
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
月
25
日
に

神
戸
理
事
長
、
山
田
委
員
長
、
会
務
委
員
で
審
査
を
行
い
、
34

点
全
て
を
入
選
と
し
、
特
に
優
秀
な
６
作
品
を
入
賞
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
U-

20
日
彫
賞
、
U-

20
優
秀
賞
の
選
抜
審
査

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　受
賞
さ
れ
ま
し
た
６
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
開
催
さ

れ
ま
す
第
50
回
記
念
日
彫
展
に
て
出
品
、
展
示
を
行
う
予
定
で

あ
り
ま
す
。

出
品
者

〇
青
木
謙
征

　
　
　青
木
ほ
の
か 

　
　〇 

青
木
雄
生

　

　天
野
美
月

　
　
　磯
谷
南
奈

　
　
　
　
　伊
藤
優
子

　

　今
瀬
碧
月

　
　
　太
田
真
菜

　
　
　
　
　岡
井
弥
玖

　奥
村 

希

　
　
　

 

加
藤
彩
夏

　
　
　

 

〇 

北
園
拓
真

　北
栃
博
貴

　
　
　小
嶋
勇
矢

　
　
　
　
　坂
岡
賢
志
郎

　﨑
元 

楓

　
　〇 

須
江
み
れ
い

　
　
　
　杉
山
仁
之
介

　鈴
木 

雅

　
　
　

 

鈴
木
杏
奈

　
　
　
　
　鷲
見
侑
紀

〇
田
中
和
花

　
　
　利
岡
光
靖

　
　
　
　
　中
澤 

賢

〇
中
舍
幸
太
郎

　
　額
田
陽
奈
子

　
　
　
　濱
田
天
宝

　林 

陸
朗

　
　
　

 

兵
藤
な
つ
み

　
　
　
　古
屋 

柚

　水
野
佑
菜

　
　
　村
川
佑
里
奈

　
　
　
　村
山
千
裕

　横
地
拓
海

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
計
34
名 

 
 

〇
印
は
入
賞
者
）

受 

賞 

作 

品
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青木 謙征  

「木にのぼるカメレオン」 

80cm×50cm×40cm 

紙粘土、発泡スチロール、木、石膏

青木 雄生 

「獲物を狙う水オオトカゲ」 

40cm×80cm×20cm 

紙粘土、発泡スチロール、石膏

北園 拓真 

「木彫のトルソー」

75cm×38cm×33cm

木（楠）

田中 和花 

「掠める」 

63cm×37cm×52cm 

石膏、発泡スチロール

中舍 幸太郎 

「人間を嫌う蜂」 

55cm×70cm×45cm 

石膏、発泡スチロール

須江 みれい 

「鬼瓦」 

25cm×30cm×15cm 

粘土
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入 
選 
作 

品
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青木 ほのか 「夜の遠吠え」

天野 美月　　　「冬桜」

磯谷 南奈  「魔女の住む家」

伊藤 優子　　「ぷりーず」

今瀬 碧月 「太古を見つめる」

太田 真菜 「きつねうどん」

岡井 弥玖　　「廃れ」

奥村 希 「伸び」

加藤 彩夏 「温鍋」

北栃 博貴　　「窮鼠」

小嶋 勇矢　　　「格闘」

坂岡 賢志郎 

「突破できない壁は無い。」

﨑元 楓 「おねだり」

杉山 仁之介 

「みらいのしんかんせん」

鈴木 雅 「舐める」

鈴木 杏奈　　「もちっ」

鷲見 侑紀  「会いに行きます」

利岡 光靖  「黄金時代」

中澤 賢   「ぎゅう」

額田 陽奈子 「大龍」

濱田 天宝   「手を繋ご」

林 陸朗 「滴る」
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ア
ト
リ
エ
訪
問

◇
白
石
恵
里
会
員
の
ア
ト
リ
エ
訪
問

　彫
刻
作
品
や
美
術
館
の
紹
介
、
会
員
の
ア
ト
リ
エ
訪
問
に

つ
い
て
記
事
を
書
く
場
合
、
原
則
的
に
現
場
を
取
材
し
て
会

報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
を
受
け
、
会
報
の
取
材
移
動
も
自
粛
を
迫
ら

れ
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の
ア
ト
リ
エ
訪
問
で
は
、
ビ
デ
オ

通
話
に
よ
る
取
材
を
い
た
し
ま
し
た
。
通
話
で
使
っ
た

「z
o
o
m
(

ズ
ー
ム)

」
と
い
う
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
手
元
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
、
互
い
の
映
像
と
声
が
出

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
の
中
の
写
真
や
書
類
を
、

相
手
の
画
面
に
直
接
映
し
て
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、

「
昔
の
ア
ト
リ
エ
の
写
真
」
や
「
勤
務
先
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

な
ど
を
見
せ
て
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

「z
o
o
m

」
を
使
い
、
福
岡
県
に
住
ん
で
い
る
白
石
会
員
も
、

愛
知
県
の
筆
者
も
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
状
態
で
取
材
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　白
石
会
員
は
佐
賀
県
の
大
学
院
を
出
る
と
、
福
岡
県
の
実

家
に
戻
り
、
最
初
の
ア
ト
リ
エ
を
設
け
ま
し
た
。
様
々
な
理

由
か
ら
移
転
し
て
、
現
在
の
ア
ト
リ
エ
は
四
軒
目
に
あ
た
り

ま
す
。

　一
軒
目
、
大
学
を
出
て
最
初
の
ア
ト
リ
エ
は
、
田
舎
に
あ

る
実
家
の
野
外
で
し
た
。
塑
造
作
品
か
ら
植
物
が
芽
生
え
、

鳥
や
昆
虫
が
飛
来
し
、
カ
エ
ル
が
粘
土
に
住
み
着
き
、
蚊
や

炎
天
下
・
台
風
へ
の
対
処
に
悩
ま
さ
れ
、
心
が
折
れ
そ
う
に

な
り
な
が
ら
も
、
一
年
間
耐
え
た
と
の
こ
と
で
す
。

　そ
の
後
、
実
家
に
あ
っ
た
空
き
小
屋
に
手
を
加
え
、
六
畳

ほ
ど
の
作
業
場
を
こ
し
ら
え
た
の
が
、
二
軒
目
の
ア
ト
リ
エ

で
す
。
田
舎
の
小
屋
な
の
で
、
蛇
や
昆
虫
な
ど
は
相
変
わ
ら

ず
訪
問
し
て
く
る
環
境
で
し
た
が
、
念
願
の
屋
根
と
壁
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
電
気
系
統
が
断
線

し
て
使
え
ず
、
水
道
も
通
っ
て
い
な
い
ア
ト
リ
エ
だ
っ
た
の

で
、
石
膏
型
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
近
く
の
川
で
洗
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
四
年
間
制
作
し
て
い

ま
し
た
。

取材の様子

1軒目のアトリエの制作風景

古屋 柚 「ひといき」

水野 佑菜   「日の光」

村川 佑里奈 「松のある風景」

村山 千裕  「ラオコーン」

横地 拓海 

「マッスルシャーク」

兵藤 なつみ   「魔法盤」
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　教
員
養
成
大
学
の
助
手
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
勤
務
校
の
近

く
に
引
っ
越
し
、
ア
パ
ー
ト
で
の
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
日
々

の
制
作
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
を
住
む

場
所
、
兼
、
三
軒
目
の
ア
ト
リ
エ
と
し
ま
し
た
。
ワ
ン
ル
ー
ム
の
一
角
、

ロ
フ
ト
（
屋
根
裏
収
納
）
の
下
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
た
三
畳
ほ
ど

の
制
作
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　そ
の
ア
ト
リ
エ
は
住
宅
地
の
中
だ
っ
た
の
で
、
異
臭
を
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
合
成
樹
脂
の
成
型
作
業
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
粘
土
の
造
形
か
ら
石
膏
雌
型
を
と
る
工
程
ま
で
を
こ
こ
で
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
工
程
は
石
膏
型
を
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
外
に
出
し
、
車
に

載
せ
、
実
家
の
ア
ト
リ
エ
に
持
っ
て
い
っ
て
、
成
型
作
業
は
し
た
そ
う

で
す
。
そ
も
そ
も
、
ア
パ
ー
ト
選
び
の
際
に
、「
一
階
で
あ
る
こ
と
」
「
ベ

ラ
ン
ダ
の
塀
が
低
い
こ
と
」
「
ベ
ラ
ン
ダ
の
先
に
、
す
ぐ
駐
車
場
が
あ

る
こ
と
」
を
条
件
に
し
て
い
て
、
石
膏
型
の
出
し
や
す
さ
を
優
先
し
た

そ
う
で
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
物
を
出
し
入
れ
し
や
す
い
部
屋
な
の
で
、

窃
盗
犯
や
不
審
者
の
侵
入
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
は
大
い
に
あ

り
ま
す
が
、
制
作
環
境
を

優
先
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　そ
し
て
今
年
二
月
、
上

階
の
漏
水
の
た
め
退
去
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
三
年
間

住
ん
だ
ア
パ
ー
ト
か
ら

引
っ
越
し
ま
し
た
。
新
た

な
ア
パ
ー
ト
で
は
、
五
畳

の
一
室
を
ま
る
ま
る
制
作

ス
ペ
ー
ス
に
あ
て
ま
し
た
。

こ
れ
が
四
軒
目
、
現
在
の

ア
ト
リ
エ
で
す
。
以
前
よ

り
も
ず
っ
と
天
井
が
高
く
、

高
い
位
置
に
つ
い
て
い
る

窓
か
ら
は
、自
然
光
が
入
っ

て
き
ま
す
。
壁
や
床
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
段
ボ
ー
ル
や

防
水
シ
ー
ト
で
、
高
い
位
置
ま
で
覆
っ
て
あ
る
の
で
、
汚
れ

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
制
作
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

材
料
や
道
具
は
種
類
ご
と
に
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
あ
り
、

よ
く
使
う
へ
ら
な
ど
は
制
作
台
の
傍
ら
な
ど
に
置
い
て
あ
り

ま
し
た
。
粘
土
は
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
保
管
し
て

あ
り
、
使
う
分
だ
け
を
室
内
に
入
れ
使
っ
て
い
る
そ
う
で
、

無
駄
な
物
が
制
作
台
の
周
り
に
な
く
、
制
作
場
の
広
さ
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
ア
ト
リ
エ
は
使
い
始
め
て
間

も
な
い
の
で
、
ま
だ
床
の
強
度
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
な
る

べ
く
粘
土
作
品
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
、
心
棒
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
以
前
の
ア

ト
リ
エ
同
様
、
街
中
に
あ
る
の
で
、
合
成
樹
脂
の
成
型
作
業

は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
前
回
の
建
物
と
違
い
、
等
身
大
の

石
膏
型
は
そ
の
ま
ま
の
大
き
さ
で
は
、
外
に
出
せ
な
い
そ
う

で
す
。
石
膏
型
を
分
割
す
る
な
ど
の
対
策
を
思
案
中
と
の
こ

と
で
し
た
。

　移
転
を
契
機
と
し
て
、
ア
ト
リ
エ
の
環
境
改
善
を
重
ね
て

き
た
白
石
会
員
の
「
こ
れ
ま
で
の
苦
労
や
失
敗
も
楽
し
ん
で

い
る
様
子
」
が
、
取
材
中
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
彫
刻
を

つ
く
る
こ
と
は
障
害
が
つ
き
も
の
で
、
誰
し
も
が
経
験
し
ま

す
が
、
白
石
会
員
の
よ
う
に
楽
し
め
る
こ
と
、
割
り
切
れ
る

こ
と
、
行
動
に
移
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
、

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
彫
刻
を
始
め
る
方
、
大
学

卒
業
し
て
間
も
な
い
方
な
ど
に
と
っ
て
も
、
本
記
事
が
参
考

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
、
遠
隔
取
材
と
い
う
不
作
法

な
取
材
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
白
石
会
員
に
紙
面
を
お
借

り
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2 軒目のアトリエの制作風景
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日
彫
会
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◆
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
多
く
の
美
術
公

募
団
体
が
、
事
業
計
画
の
急
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
も
同
様
で
あ
り
、
本
紙
面
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
中
止

や
延
期
の
裏
に
は
多
く
の
方
の
苦
渋
の
決
断
が
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
。

◆
ア
ト
リ
エ
訪
問
で
使
用
し
ま
し
た
「z

o
o
m

」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
各
自
が
自
宅
に
い
な
が
ら
も
会

議
を
す
る
な
ど
の
た
め
、
多
く
の
企
業
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
大
学
も
遠
隔
授
業
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
芸
術
系

や
教
育
系
の
大
学
で
の
彫
刻
の
実
技
授
業
を
、
こ
の
「z

o
o
m

」

を
使
っ
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

◆
遠
隔
に
よ
る
取
材
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、
実
際

に
見
る
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
「
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
」
で
あ
り
、
今
後
の
会
報
で
お
伝
え
す
る
内
容
も
、

こ
の
「
一
見
」
を
大
切
に
し
て
お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。

◆
コ
ロ
ナ
を
機
会
に
「
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
新
た
な
可
能
性
と
希
望
に
満
ち
た
日
本
彫
刻
会
を

今
後
の
会
報
で
お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

編

　集

　後

　記

出
版
・
広
報
委
員

　
　
　
　
　堀
内
秀
雄 

 

一
鍬
田
徹 

　田
丸
稔

　

 

三
政
洋
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
野
眞
吾 

 

鈴
木
紹
陶
武 

永
江
智
尚 

　教
員
養
成
大
学
の
助
手
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
勤
務
校
の
近

く
に
引
っ
越
し
、
ア
パ
ー
ト
で
の
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
日
々

の
制
作
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
を
住
む

場
所
、
兼
、
三
軒
目
の
ア
ト
リ
エ
と
し
ま
し
た
。
ワ
ン
ル
ー
ム
の
一
角
、

ロ
フ
ト
（
屋
根
裏
収
納
）
の
下
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
た
三
畳
ほ
ど

の
制
作
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　そ
の
ア
ト
リ
エ
は
住
宅
地
の
中
だ
っ
た
の
で
、
異
臭
を
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
合
成
樹
脂
の
成
型
作
業
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
粘
土
の
造
形
か
ら
石
膏
雌
型
を
と
る
工
程
ま
で
を
こ
こ
で
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
工
程
は
石
膏
型
を
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
外
に
出
し
、
車
に

載
せ
、
実
家
の
ア
ト
リ
エ
に
持
っ
て
い
っ
て
、
成
型
作
業
は
し
た
そ
う

で
す
。
そ
も
そ
も
、
ア
パ
ー
ト
選
び
の
際
に
、「
一
階
で
あ
る
こ
と
」
「
ベ

ラ
ン
ダ
の
塀
が
低
い
こ
と
」
「
ベ
ラ
ン
ダ
の
先
に
、
す
ぐ
駐
車
場
が
あ

る
こ
と
」
を
条
件
に
し
て
い
て
、
石
膏
型
の
出
し
や
す
さ
を
優
先
し
た

そ
う
で
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
物
を
出
し
入
れ
し
や
す
い
部
屋
な
の
で
、

窃
盗
犯
や
不
審
者
の
侵
入
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
は
大
い
に
あ

-12-

り
ま
す
が
、
制
作
環
境
を

優
先
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　そ
し
て
今
年
二
月
、
上

階
の
漏
水
の
た
め
退
去
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
三
年
間

住
ん
だ
ア
パ
ー
ト
か
ら

引
っ
越
し
ま
し
た
。
新
た

な
ア
パ
ー
ト
で
は
、
五
畳

の
一
室
を
ま
る
ま
る
制
作

ス
ペ
ー
ス
に
あ
て
ま
し
た
。

こ
れ
が
四
軒
目
、
現
在
の

ア
ト
リ
エ
で
す
。
以
前
よ

り
も
ず
っ
と
天
井
が
高
く
、

高
い
位
置
に
つ
い
て
い
る

窓
か
ら
は
、自
然
光
が
入
っ

て
き
ま
す
。
壁
や
床
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
段
ボ
ー
ル
や

防
水
シ
ー
ト
で
、
高
い
位
置
ま
で
覆
っ
て
あ
る
の
で
、
汚
れ

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
制
作
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

材
料
や
道
具
は
種
類
ご
と
に
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
あ
り
、

よ
く
使
う
へ
ら
な
ど
は
制
作
台
の
傍
ら
な
ど
に
置
い
て
あ
り

ま
し
た
。
粘
土
は
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
保
管
し
て

あ
り
、
使
う
分
だ
け
を
室
内
に
入
れ
使
っ
て
い
る
そ
う
で
、

無
駄
な
物
が
制
作
台
の
周
り
に
な
く
、
制
作
場
の
広
さ
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
ア
ト
リ
エ
は
使
い
始
め
て
間

も
な
い
の
で
、
ま
だ
床
の
強
度
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
な
る

べ
く
粘
土
作
品
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
、
心
棒
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
以
前
の
ア

ト
リ
エ
同
様
、
街
中
に
あ
る
の
で
、
合
成
樹
脂
の
成
型
作
業

は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
前
回
の
建
物
と
違
い
、
等
身
大
の

石
膏
型
は
そ
の
ま
ま
の
大
き
さ
で
は
、
外
に
出
せ
な
い
そ
う

で
す
。
石
膏
型
を
分
割
す
る
な
ど
の
対
策
を
思
案
中
と
の
こ

と
で
し
た
。

　移
転
を
契
機
と
し
て
、
ア
ト
リ
エ
の
環
境
改
善
を
重
ね
て

き
た
白
石
会
員
の
「
こ
れ
ま
で
の
苦
労
や
失
敗
も
楽
し
ん
で

い
る
様
子
」
が
、
取
材
中
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
彫
刻
を

つ
く
る
こ
と
は
障
害
が
つ
き
も
の
で
、
誰
し
も
が
経
験
し
ま

す
が
、
白
石
会
員
の
よ
う
に
楽
し
め
る
こ
と
、
割
り
切
れ
る

こ
と
、
行
動
に
移
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
、

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
彫
刻
を
始
め
る
方
、
大
学

卒
業
し
て
間
も
な
い
方
な
ど
に
と
っ
て
も
、
本
記
事
が
参
考

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
、
遠
隔
取
材
と
い
う
不
作
法

な
取
材
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
白
石
会
員
に
紙
面
を
お
借

り
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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　左
記
の
方
が
長
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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